
          コラム：万華鏡としての学校日常―

「あえて絞らない」という提示の価値 

学校という組織の最大の特徴は、同じ屋根の下、同じ時間軸の中で、全く異なるフェ

ーズにある人間たちが同時多発的に生きているという「多層複合性」にある。 

ある教室では 16歳の若者が「違法薬物」という社会のリアルなリスクに背筋を伸ば

し、大講堂では 17歳が「海外から見た日本」という知的な揺さぶりをかけられている。

その裏で 14歳は文学の世界をコラージュという五感を使った表現で解剖し、放課後

には未来の数字（入試ボーダー）に向き合う。そして夜になれば、カフェテリアと職員

室で、生徒と教員がそれぞれの戦いに没頭している。 

これらはすべて、同じ「6月 24日」という 1日に、履正社というひとつの空間で同時に

起きている事実だ。 

現代のメディアやブログは、得てして「分かりやすさ」や「タイパ（タイムパフォーマン

ス）」を求め、ひとつのテーマに情報を絞り込みがちである。しかし、教育の現場を綺

麗に切り取りすぎると、学校が本来持っているダイナミズムや、そこで生まれる予期

せぬ化学反応といった「生々しい熱量」が削ぎ落とされてしまう危険性がある。 

今回の「篠ミニ」が敢えて選択した、すべての話題をあえて網羅し、文字通り駆け足で

駆け抜ける手法。これは一見すると情報過多で散漫に見えるかもしれない。しかしそ

れこそが、学校という場所が持つ本来のポテンシャルであり、リアリティそのものなの

だ。 

毎日この熱量では読み手も息切れしてしまうが、試験 1週間前という特別な結節点

において、学校全体のギアが一段上がっている実情をカオスも含めてそのまま提示

すること。これによって、読者は履正社という学校の「呼吸」をダイレクトに体感するこ

とができる。 

綺麗に編集された 1シーンを見るだけでは分からない、学校という巨大な生態系の

「今」を伝えるドキュメンタリーとして、この回は極めて重要な存在意義を放っている。 

 

…だそうです。参考まで。 



 


